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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、統合失調症をもつ人の親を対象に看護支援プログラムで介入し、
介入した親および未介入の子を含めて、唾液ストレスセンサの定量評価、および、家族レジリエンスと精神健康
度尺度評価の双方から効果を検証することであった。
 看護支援プログラムにて介入した親は、ストレスの低減とレジリエンスの向上が見られ、介入8週後も持続して
いた。このことから、看護支援プログラムの一定の効果が示された。しかし、子に関しては、ストレス度および
レジリエンスの値が上下した。
 本研究は、コロナ禍の影響もうけ、対象者数が非常に限定されたため、介入・評価方法を再検討し、研究を継
続していくことが重要である。

研究成果の概要（英文）： This study examined the effects of a nursing support program for people 
with schizophrenia on both the parents and their children.  Quantitative salivary stress sensor 
ratings and family resilience and mental health scale ratings were used to examine the effects of 
the intervention.
 The results showed that parents who received the intervention experienced reduced stress and 
increased resilience, which persisted eight weeks after the intervention ended. These results 
indicated a certain level of effectiveness of the program. However, the stress levels and resilience
 values of the children fluctuated.
 Due to the limited number of subjects in this study because of the Coronavirus pandemic, it is 
important to review the intervention and evaluation methods and continue the study.

研究分野：メンタルヘルス
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　統合失調症をもつ人の好発年齢は、思春期から青年期であることから、その支援は親に委ねられている事例が
多い。しかし、親は統合失調症をもつ子の支援に苦悩を抱えているとの報告もある。また、親の子への対処によ
っては、統合失調症をもつ人の再発率を高める。このことから、親への支援は統合失調症をもつ人およびその親
双方にとって重要である。
　本研究により、統合失調症をもつ人の親への看護支援プログラムの介入に対して一定の効果が示された。この
ことは、親への支援体制構築の一助となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 わが国では、精神疾患をもつ人が住み慣れた地域で暮らすために、必要なサービスを導入し、
その人を支援する地域包括ケアシステムの構築が急務となっている。精神疾患の中でも 統合失
調症は、好発年齢が成長途上の思春期から青年期であることから 1)、多くの場合発症時に本人を
支えるのは親であると考えられる。また、慢性的に経過し再発しやすく、症状として社会生活能
力の低下があることから 1)、長期的な支えも必要とする。実際に 2018年の全国精神保健福祉会
連合会の調査では、精神疾患をもつ人の生活を支えているのは 85.0%が親であり、家族の支援を
受ける精神疾患をもつ人のうち、統合失調症が 80.3%を占めていた 2)。このことから、システム
を構築するためには、統合失調症をもつ人とその親への支援を検討することが重要となる。 
統合失調症をもつ人を支える家族の研究では、1987年にヘイリーが本人の症状改善のためには、
家族内対人関係にアプローチする家族療法の有効性を明らかにしており、以降数多くの研究が
実施されている 3)。我が国においても、家族成員と統合失調症をもつ人との接触時間が増えるこ
とで、彼らに対する「敵意」・「批判的」・「情緒的巻きこまれすぎ」の感情を生むことが報告され
ている 4)。また、家族成員が統合失調症をもつ人に対してこれらの感情表出を伴う対処を行うこ
とは、統合失調症をもつ人のストレス因となり再発率を高める 5)。これらのことから、統合失調
症をもつ人の再発を予防し地域での生活を支援するためには、家族成員の中でも特に本人との
接触の多い親に対する負担軽減のための支援が検討されている。 
一方で、人が困難な状況に直面しても回復することができる力であるレジリエンスという概
念に着目した研究もある。レジリエンス研究は、重篤な障害を持ちつつも、適応を示す人の内的
な強さという個人のもつ力に焦点を当てた研究から始まっている 6)。その後、ワルシュによって
家族という集団が周囲との関係性や他者からの援助によって家族の機能的なシステムを変化さ
せ、回復する力を獲得するという家族レジリエンス理論が提唱されている 7）。ハウリーは、家族
レジリエンスをアセスメントし、問題を抱えた家族の将来の可能性を見出すためには、家族の本
来持っているレジリエンスを発揮したり高めたりするための支援が重要であることを明らかに
している 8)。わが国における家族レジリエンス研究には、得津らの研究 9）がある。得津らの家族
レジリエンス理論に基づき、喪失体験 10）、低出生児[11-12]、障害児の家族 13）、知的障害児の家族
14）、高齢者 15)、被災家族[16-19]、国内外の文献をレビューした研究[20-21]が進んでいる。しかし、
わが国において統合失調症をもつ人の家族レジリエンスの研究報告は、中平らの家族レジリエ
ンスとしての家族システム力を明らかにした研究 22)以外にはなく、親への看護支援によって介
入した親および未介入の統合失調症をもつひと双方の家族レジリエンスがどのように変化する
のかは明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、統合失調症をもつ人の親に面談とソーシャルスキルトレーニング、心理教育によ
る家族レジリエンスを高めるための看護支援プログラムで介入し、その効果を採取が簡便で人
体に非侵襲である唾液中ストレスセンサの定量的評価、および精神健康度と家族レジリエンス
の測定尺度を用いた主観的評価の両側面から検証することを目的とした。なお、先行研究 5)にお
いて家族成員の感情表出を伴う対応によって統合失調症をもつ人の再発率を高めることが報告
されていることから、プログラムの介入は親のみとするが、親への介入が子にも変化を与えるの
かを同時に明らかにするために、観察および検査項目による評価は親および子の双方に実施し
た。 
 
３．研究の方法 
 １）研究対象者 
  以下の基準をすべて満たす DSM-5 の診断基準に合致した統合失調症もつ人およびその親を
対象とした。なお、親への看護支援プログラムでの介入が統合失調症をもつ人の家族レジリ
エンスにも変化を与えるかを調査するため、本人と親の双方に参加を依頼した。 
   ＜統合失調症をもつ人＞ 
①同意取得時において、年齢が 16 歳以上の方 
②性別：不問 
③初回の統合失調症の診断を受けてから 3年以内の方 
④研究参加にあたり、主治医により診断に適合し、十分な判断力が認められるとの理由     
から研究参加への許可の得られた方 
⑤本研究への参加にあたり十分な説明を受けた後、十分な理解の上、本人の自由意思に  
よる文書同意が得られた方 
＜統合失調症をもつ人の親＞ 
①年齢：不問 
②性別：不問 
③統合失調症をもつ人と同居している 
④本研究への参加にあたり十分な説明を受けた後、十分な理解の上、本人の自由意思に   



よる文書同意が得られた方 
２）調査内容 
 ①聞き取りによる調査を実施する項目 
・親の背景：氏名、性別、年齢、家族構成 
・統合失調症をもつ人の背景：年齢、性別、初回診断からの期間、利用している社会資源の  
内容 
・精神健康度（中川らの精神健康調査票 GHQ28）※アンケート形式による聞き取り 
・家族の困難からの回復力：家族レジリエンス（得津・日下の家族レジリエンス尺度） 
※アンケート形式による聞き取り 
②唾液採取からの項目 
・唾液中ストレスセンサ（アミラーゼ、コルチゾール） 
３）調査方法（スケジュール） 

◯：親のみの項目、◎：親および子双方の項目 

調査の実施および看護支援プログラムの介入は、子の受診している病院の外来個室で実施。        

調査日時は、子どもの外来受診時、対象者の希望に沿って調整した 

 
３）分析方法 
①唾液中アミラーゼとコルチゾール量については、調査１および調査２の値の平均値をベ
ースライン値とした。ストレス度および家族レジリエンスの各尺度得点については、調査
１での値をベースライン値とした。 
②唾液中アミラーゼとコルチゾール量、ストレス度および家族レジリエンスの各尺度得点
において、ベースライン値と調査 8、調査 9の値を比較した。 
 
 
４．研究成果 

 

項目 
ベースライン調査

期間 
看護支援プログラム介入期間 

フォロ

ーアッ

プ 

期間 

時期 0 4 週目 8 週目 12 週目 16 週目 20 週目 24 週目 28 週目 36 週目 

調査実施 調査１ 調査 2 調査 3 調査 4 調査 5 調査 6 調査 7 調査 8 調査 9 

介
入
（（親
の
み
） 

   介入１ 介入２ 介入３ 介入４ 介入５ 介入６  

心理教育   ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯  

ソーシャルス

キルトレーニ

ング 

  ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯  

面談   ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯  

対象者および子の

背景の確認 *1 
◯         

同意取得 *2 ◎         

精神健康度 *3 ◎       ◎ ◎ 

家族レジリエンス 

*4 
◎       ◎ ◎ 

ストレスセンサ 

（アミラーゼ）*5 
◎ ◎      ◎ ◎ 

ストレスセンサ 

（コルチゾール）*6 
◎ ◎      ◎ ◎ 



 本研究の開始年度からコロナウイルス感染症が世界で大流行した。そのため、実質的な研究開
始が 2年遅れた。このことで計画通りに研究を遂行することが非常に厳しい状況であった。研究
計画および実施施設の調整を行い、研究機関内に 3 事例（親 2 事例、統合失調症をもつ人 1 事
例）に対する介入を終了した。その結果得られた成果は以下のとおりである。 
１）家族レジリエンスを高めるための看護支援プログラムの開発 
  研究者らの前研究の知見から、本研究の開始にあたって、精神疾患をもつ当事者グループ 
からの助言を受けて、家族レジリエンスを高めるための看護支援プログラムを完成させた。
その成果は、第 41 回日本看護科学学会にて報告した。また、Journal of Interdisciplinary 
Research of the School of Medical Sciences, University of Fukui 23 巻にて原著論文
として公表した。 
２）家族レジリエンスを高めるための看護支援プログラムの効果検証（親） 
   統合失調症をもつ人の親を対象に家族レジリエンスを高めるための看護支援を実施し、
プログラムを実施した親の効果を検証した。その結果、親の家族レジリエンスは上昇し、精
神健康度の値は改善した。また、唾液ストレスセンサの値においても改善が見られ、プログ
ラム実施 8週後も効果が継続していた。本結果は、第 50 回日本看護研究学会にて発表した。 
３）家族レジリエンスを高めるための看護支援プログラムの効果検証（親子比較） 
  統合失調症をもつ人の親を対象に家族レジリエンスを高めるための看護支援を実施し、
プログラムを実施した親および統合失調症をもつ子双方において効果を検証した。その結
果、プログラム介入をした親の家族レジリエンスは上昇し、精神健康度の値は改善した。ま
た、唾液ストレスセンサの値においても改善が見られ、プログラム実施後も効果が継続して
いた。しかし、プログラム介入を実施していない子については、親の面談内容から、就労訓
練施設での仕事内容からのストレスによってストレス度が増したことで、研究期間中それ
ぞれの評価指標が上下した。 
このことから、プログラムの実施により、子のストレスが増大しても親の家族レジリエン
スおよびストレスは軽減することが明らかとなった。一方で、親子の相互作用によって、子
のストレスがどのように変化するのかについては、明確でなく、課題を残した。本成果は、
27th East Asian Forum of Nursing Scholars にて発表した。 
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